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視
覚
障
害
者
を
エ
ス
コ
ー
ト

「
お
や
じ
の
出
番
」
が
奉
仕

　
茅
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
お
や
じ
の
出

番
」
（
伊
東
俊
夫
代
表
、

干
人
）
は
、
障
害
者
と
御

柱
祭
に
参
加
す
る
ミ
ニ
ド

リ
ー
ム
ツ
ア
ー
を
企
画
。

視
覚
障
害
者
三
人
と
前
宮

三
の
曳
行
に
挑
戦
し
た
。

「
め
ど
係
は
赤
い
服
に

黒
い
前
掛
け
、
・

巻
き
を
し
て
い
・

ど
周
り
の
状
況
を
丁
寧
に
゛

説
明
し
て
祭
り
の
雰
囲
気

を
味
わ
っ
て
も
ら
っ
だ
。

参
加
し
だ
牛
山
紀
一
さ
ん

（
七
〇
）
＝
ち
の
本
町
＝
は

｛
こ
ん
な
に
近
く
に
御
柱

を
感
じ
る
の
は
初
め
て
。

柱
を
触
っ
た
が
、
や
っ
ぱ

り
大
き
か
っ
た
｝
と
感
激

し
て
い
た
。

｢すｹﾞれ４ネルギー｣

…………☆十……j1才:　ﾚｸ……

ピタこ]ストの久元

祐子さんも大感激

･,I?.'I‥　，‘･j･，‥･;･ら‘

　
全
国
各
地
で
ユ
ン
サ
Ｌ

ト
活
動
を
す
る
ピ
ア
ニ
ス

ト
、
久
元
祐
子
さ
ん
｝
（
東

京
都
新
宿
区
）
＝
右
か
ら

ご
人
目
＝
は
初
め
で
御
柱

祭
を
見
物
に
訪
れ
た
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
す
ご
い
」

と
驚
い
た
表
情
だ
一
つ
た
。

　
二
〇
〇
七
年
か
ら
毎
年

コ
ン
サ
ー
ト
で
共
演
し
、

親
交
を
深
め
る
諏
訪
響
の

丸
茂
洋
一
理
事
長
、
写
真

下馬した殿様は人力車で移動

下諏訪の諏訪湖浪漫会が初出張

　
下
諏
訪
町
内
を
拠
点
に

人
力
車
を
走
ら
せ
る
「
諏

；
Ｉ

家
の
林
壽
彦
さ
ん
か
ら
誘

わ
れ
、
五
日
（
水
）
県
内

で
開
く
コ
ン
サ
Ｊ

に
諏
訪
に
立
ち
寄

　
は
っ
ぴ
に
身
を
包
み
、

桟
敷
席
か
ら
丸
山
さ
ん
ら

と
一
緒
に
本
宮
の
柱
の
曳

行
を
観
覧
。
「
大
感
激
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
元
気

を
も
ら
っ
た
。
▽
ピ
７
　
ノ
の

演
奏
に
生
か
し
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。
『

即
席
ス
テ
ー
ジ
で

氏
子
の
士
気
を
鼓
舞

　
杢
呂
の
御
柱
最
終
の
曳

行
と
な
っ
た
本
宮
四
の
北

本宮四

山
・
米
沢
・
湖
東
の
氏
子

た
ち
。
牟
後
か
ら
さ
ら
に

おんば七Tら于の主役は･

パパだけじゃなTい.!ﾄ

F矢ケ崎恋｣華麗にデビニ1－

ｊ
』
「
お
父
さ
ん
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
自
分
た
ち
も

祭
り
に
参
加
し
て
楽
し
み

た
い
」
ヽ
と
、
前
回
の
小
宮

祭
で
結
成
。
地
元
の
祭
ひ

で
活
躍
」
て
き
た
が
、
上

社
里
曳
き
に
向
け
て
三
月

か
ら
週
一
で
練
習
を
始

め
、
直
前
の
一
週
間
は
毎

自
練
習
に
励
ん
だ
。

　
宮
坂
代
表
ら
二
、
三
人
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